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絶食/摂食
（肝臓・脂肪組織）

脂肪細胞分化 B6vs obマウス

目的 独自に見出した新規肥満関連遺伝子N4bp2l1の解析

機能未知の遺伝子があるはず

絶食・摂食における遺伝子発現の差はあるか？

脂肪細胞分化に伴って、
遺伝子発現は増える？減る？

野生型と肥満型での遺伝子発現の差は？

ヒト２型糖尿病/肥満/脂質
SNPデータベース

プロモーター/エンハンサー領域
糖・脂質関連転写因子

・Kbtbd11
・N4bp2l1
・FactorX
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3T3-L1脂肪細胞分化
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N4bp2l1ノックダウン

Day

N4bp2l1ノックダウンにより3T3-L1脂肪細胞分化が抑制される
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インスリン添加60分後
GLUT4-HiBiTの膜移行が低下

N4bp2l1ノックダウンにより脂肪細胞へのグルコース取り込み低下
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考察・まとめ

・N4BP2L1がダイニン・ダイナクチンと相互作用し、GLUT4を介した

グルコースの取り込みに影響を与え、脂肪細胞のホメオスタシスに関与

することが示唆された。

・、N4BP2L1が肥満病態形成やメタボリックシンドロームに関与する

可能性が考えられた。
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